
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

６月27日に気象庁が発表した「全般気象情報」によると、「気温の高い状態は、今後も更

に１か月程度は続く見込み」となっています。 
 

 

６月30日現在の平坦部「はえぬき」の生育は、平年と比べて草丈は長く、茎数は少な

く、葉数、葉色は並みとなっています。25日の調査から茎数の増加が鈍化しており、ほ

とんどの圃場が最高分げつ期前後になったとみられます。県の試験研究機関における出

穂予想は「はえぬき」「雪若丸」の順に、鶴岡市で７月28日、７月29日、山形市で８月

１日、7月31日となり、平年より１～３日早まる予想です。 
 

 

 
 
 

７、８月は平年と比べて高温となる予報です。イネの葉色を維持する肥培管理と、イ

ネの根をしっかり張らせる水管理を徹底する必要があります。 
 

 

 

有効茎数（「はえぬき」：内陸 480本/㎡、庄内 540本/㎡）

が確保されていない圃場でも、直ちに作溝・中干しを行いまし

ょう。今後の高温に備えて、今のうちに根の健全化を図ること

が大事です。ただし、地力が低い圃場や生育量が少ない圃場で

は弱めの中干しとします。その場合は、小ヒビが入ったらすぐ

に作溝に水が回る程度に入水します。 
 

 

作溝を行うことで、効率よく圃場全体に水を行き渡らせる

ことができるようになるため、中干し以降の水管理が容易に

なります。作溝は、通常3～5mごとに１本通しますが、難し

い場合は、圃場の外周だけでも実施しましょう。 
 

項目 
調査値 平年値 

（6月30日） 
平年比・差 

6月25日 6月30日 

草丈 41.8 cm 51.1 cm 46.7 cm 109 長い 

茎数 555 本/㎡ 577 本/㎡ 616 本/㎡ 94 少ない 

葉数 8.9 枚 9.6 枚 9.5 枚 +0.1 平年並み 

葉色（SPAD） 42.3  42.1  42.9  －0.8 平年並み 

※各農業技術普及課の調査結果を平均した値 
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７月は高温が続く予報！出穂は早まる予想！ 
作溝・中干し、遅れず穂肥で高温に強いイネづくりを！ 

やまがた温暖化対応米づくり日本一運動本部 

平坦部「はえぬき」の生育（６月30日） 

◎今後の気象 

 

◎生育概況 

 

◎当面の技術対策 

 

（１）直ちに中干しに入りましょう ～ただし、生育量が少ない圃場は弱めに！～ 

（２）作溝は、今できる高温対策です！ 

小ヒビの入った圃場 

緊急注意喚起情報 7月は水管理強化月間です 



 

 「はえぬき」は、生育診断を遅れずに行い、出穂25日前に窒素成分で2.0kg/10aを上限

に穂肥を実施します。今後も高温が続く予報であるため、全量基肥栽培においても、出穂

25日前頃に極端に葉色が低下している場合は、生育診断に基づいた穂肥を行いましょう。 

 

 

中干し終了後は、間断かん水もしくは飽水管理を行いましょう。間断かん水を行うこと

で土壌を酸化的に維持し、根の活力を維持することができます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          の生育と技術対策 
 

６月30日現在の「つや姫」の生育は、平年と比較して、草丈は長く、茎数は少なく、

葉色はやや淡く、葉数はやや多くなっています。 

すでに生育診断の時期である10葉期に達している圃場や、葉色が低下し始めている圃

場が見られます。遅れずに生育診断を行って、しっかり穂肥を行いましょう。 

 
 

項目 調査値 平年値 平年比・差  項目 内陸 庄内 

草丈（cm） 57.1 49.5 115 長い  草丈（cm） 58 54 

茎数（本/㎡） 531 581 91 少ない  茎数（本/㎡） 510 550 

葉数（枚） 9.7 9.4 0.3 やや多い  葉数（枚） 10.2 

葉色（SPAD） 39.9 41.8 -1.9 やや淡い  葉色（SPAD） 38 

 
 

 

 

中干し終了
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農薬はラベルをよく読んで使用しましょう！ 
農薬危害防止運動実施中 

「つや姫」の生育（６月30日） 7月10日生育指標 

※各農業技術普及課の調査結果を平均した値 

 

 

 

間断かん水で、根の伸長が促進されます！ 

（４）中干し後の「水のためっぱなし」は厳禁！ 

（３）遅れずに生育診断を行って適期に穂肥を実施！ 

平成30年は７月が高温多照少雨で経過し、イネの消耗や根の活力低下がみられ、収量

低下の一因となりました。今年の７月も類似した気象となる予報であるため、根にダ

メージを与えない水管理の徹底が必要です。 


